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導入

• 大学を取り巻く環境が日々変化する中、
大学運営も変化を求められて久しい

• 情報システムの最適な環境なくして 教育• 情報システムの最適な環境なくして、教育
研究等の大学運営は機能しないと言われ
ているている

• 情報システムの最適な環境の構築のため
には 、情報システム部門の役割もまた、
再定義することが必要である再定義することが必要である
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現状の情報システム部門は・・・

• 大学運営に主体的に関わっていく体制が
整っていない

– 学内のシステムの全体像を把握しているとは学内のシステムの全体像を把握しているとは
言えない

（別部門のシステム）（別部門のシステム）

– 別部門の業務フローの把握までいたらず、
明確にニ ズがつかむことが困難明確にニーズがつかむことが困難

（教務・就職・図書・会計・人事・・・・）

– 一方で、蓄積されたノウハウを活かしきれて
いない
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情報システム部門の新たな
役割として役割として・・・

① 大学全体の情報システムの① 大学全体の情報システムの
グラウンドデザイン

② 教育に関する提言② 教育に関する提言
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①大学全体の情報システムの
グラウンドデザイングラウンドデザイン

問題点

• 各部門で独自にシステムを構築している

• 業務のすべてを把握（経験）できない• 業務のすべてを把握（経験）できない

• 情報資産の無駄遣いになっている

• マスターデータが散在している
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①大学全体の情報システムの
グラウンドデザイングラウンドデザイン

解決案

• 情報システム部門がイニシアチブを持ち、
他部署との共同によってグラウンドデザインを他部署との共同によってグラウンドデザインを
描く

取り組み取り組み

• 大学の中長期的な経営ビジョンにグラウンド
デザインを組み込んでもらうデザインを組み込んでもらう
[データ分析・評価 → マネジメントの視点]
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②教育に関する提言
問題点

• 蓄積されたノウハウが発信されない蓄積されたノウハウが発信されない

– 学生との対応で集約された情報

業務 得た知識– 業務で得た知識

• 学生に必要な情報知識が明確ではない学 必要な情報 識 明確 な

– 基礎的な知識

各学科で必要な知識– 各学科で必要な知識

• 変化する時代に合わせた情報教育への
対応

– ex) デジタルネイティブへの準備ex) デジタルネイティブ の準備
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②教育に関する提言

解決案

• ノウハウを活かした情報教育計画の実施

先を見越したアドバイス– 先を見越したアドバイス

– ニーズの発掘

– 授業内外での教育の実施

取り組み

教職共働による情報教育計画の立案• 教職共働による情報教育計画の立案

[授業への参画／データ分析（授業評価）][授業 の参画／デ タ分析（授業評価）]
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まとめ

• 大学の運営には，情報システムの活用が
ますます重要となる。

• 従来の情報システム部門の職務の枠に• 従来の情報システム部門の職務の枠に
とらわれず，主体的に取り組む必要がある。

「部 適 「全体 適 導く•「部門最適」から「全体最適」へ導くコンサル
タント的役割として、情報システム部門が必
要不可欠な存在となる。
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これらの取り組みを行う事が、
これからの情報システム部門のこれからの情報システム部門の

存在意義となる。存在意義となる。
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